
Confidential

２０１８年７月

再生可能エネルギーの導入を通じた農山漁村の活性化推進事業

マッチング活動
モデル地区の募集について

平成30年度農山漁村６次産業化対策事業に係る持続可能な循環資源活用総合対策事業
（循環資源活用支援事業のうち地域資源活用展開支援事業）
計画策定支援 および 全国的な推進・情報提供支援のうち地域循環資源の活用に関する情報発信
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マッチング活動 モデル地区の募集について

昨年度に引き続き、再生可能エネルギーの導入を通じた農山漁村の活性化推進事業として、再生可
能エネルギーの導入・活用により農林漁業の活性化を検討したい自治体や農林漁業関係者の募集
を行ないます。

本活動では、これから再生可能エネルギーの導入を検討したいと考えている方々や再生可能エネル
ギーの導入を検討中でエネルギーの活用方法を検討したい方々向けに、民間企業の知恵を借りて、
再生可能エネルギー導入計画の策定を支援しております。

本活動にご参加をご希望の方は添付の『マッチング活動応募申請書2018.docx』にご記入の上、

7月27日（金）までにenergy_jmac@jmac.co.jp までメールにてご送付ください。

なお、今回は３箇所程度の支援を想定している為、応募多数の場合はご相談させて頂く場合がありま
す。ご了承ください。

株式会社日本能率協会コンサルティング
野田 真吾
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１．本事業について

活動その２．情報発信（理解醸成スタディーミーティング）

地域循環資源のマテリアル利用やエネルギー利用により農林漁業におけるコスト削減や収益増、地域活性化が図
られた先進情報を提供し、地域循環資源の活用メリットの理解を醸成する。これにより、地域課題解決に地域循環
資源を活用するための検討を具体的に開始する農林漁業関係者および自治体を増やす。

活動その１．計画策定支援（マッチング事業）

再生可能エネルギーの導入を通じた農山漁村の活性化推進事業は、

主に以下の２つの活動を行っております。
今回は計画策定支援（マッチング事業）についてご紹介致します。

再生可能エネルギーの事業化を推進

自治体や農林漁業者
解決したい地域課題、

活用したいエネルギー源

民間企業
再生可能エネルギーを

活用した地域課題解決策

展示会を通じて
マッチング

地域循環資源（再生可能エネルギーなど）の活用によ
る地域活性化を目指す市町村や農林漁業者等につ
いて、モデルとして普及効果が見込める地区を選定
し、専門家の助言により、課題整理、要件の明確化等
を実施するとともに、課題解決に向け展示会を通じて
解決策（ソリューション）を民間事業者に対し募集する。
そして、応募事業者の提案内容について、専門家が
精査し、優良な提案については市町村や農林漁業者
にわかりやすい内容になるよう応募事業者にアドバイ
スした上で、マッチングを行う。
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２．計画策定支援（マッチング事業）

再生可能エネルギーの導入や利用により農林漁業の活性化を検
討したい市町村や農林漁業者を募集します。（３箇所程度）

①モデル地区の募集

６～７月

②地域課題の明確化

８～９月

③地域課題解決策の募集

１０月～１１月

④地域課題解決策の検討

１２月～２月

モデル地区における地域課題や、活用できるエネルギー源を明確
にします。

解決したい地域課題や活用したいエネルギー源を展示会を通じて
民間事業者に向けて発信し、地域課題解決策を募集します。

民間事業者とモデル地区とのマッチングを行い、地域課題の解決
策を実行する為の計画立案を一緒に行います。

 再生可能エネルギーにより農林漁業の活性化を検討したい自治体や農林漁業者を募集（３箇所程
度）し、モデル地区における地域課題を明確にします。

 解決したい地域課題や活用したいエネルギー源を展示会を通じて民間事業者に向けて発信します。

 その後、再生可能エネルギーを活用した地域課題の解決策を民間事業者から募集し、モデル地区
とのマッチングを行い、一緒に解決策を実行する為の計画立案を行います。
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参考：検討の流れ（イメージ）
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検討したい地域課題解決策のイメージ（例）

畜産業

【解決したい地域課題】

 付加価値向上

 経費の削減

【エネルギー源】

牧場の空いている
土地に太陽光発電

発電した電力を畜舎内の農機具や空調などに活用し、
電気代を削減するとともに、生産物を環境にやさしいと
アピールすることで、ブランドイメージを向上させる。

農業（施設栽培）

【解決したい地域課題】

 光熱費の削減

 農業残渣の処分

【エネルギー源】

農業残渣の活用

農業残渣を活用したバイオマスボイラーにより、ハウスへの
熱供給を行うことで、光熱費を削減する。

漁業

【解決したい地域課題】

 漁業の活性化

 新たな雇用の創出

【エネルギー源】

洋上の恵まれた風況を
利用した洋上風力発電

海岸の施設に電力を供給するだけでなく、風車基礎部へ
人口漁礁を設置し、新たな漁場となったり、風力発電の
保守点検に漁船を利用することで新たな雇用を創出する。

農業（露地栽培）

【解決したい地域課題】

 運搬コストの削減

 環境対策

【エネルギー源】

川の水の落差を活用
した小水力発電

発電した電力を電気自動車に供給し、農作物の運搬
コストを削減するとともに、環境にやさしい物流網を実現
する。

売電収入による地域課題解決策だけでなく、下記のようなエネルギーを地産地消することで、
農林漁業の課題解決・農山漁村の活性化につながる解決策を検討したいと考えております。
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自家消費型再生可能エネルギー活用モデル（例）

畜産業農業（施設栽培）

漁業農業（露地栽培）

以下のモデルはあくまでも例示であり、本活動では各地域の実状や多様な課題に即した
再生可能エネルギー活用モデルを検討します。

小水力発電

蓄電電照栽培

太陽熱

牛舎の冷暖房・調湿

小型風力発電

電動漁船

冷凍・冷蔵

鳥獣害対策

太陽発電

蓄電

蓄熱
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活動の進め方①モデル地区の募集

【組織体】

◆自治体

・市、町、村

◆協同組合

・農業協同組合（JA）、農業協同組合連合会

・漁業協同組合（JF）、漁業生産組合、漁業協同組合連合会

・森林組合、生産森林組合、森林組合連合会

など

◆法人
・農業法人

・土地改良区

など

◆その他

・農林漁業関係者

【産業】

◆農業

・施設栽培（野菜、果物、花卉）
・露地栽培（米・麦・豆）
・露地栽培（野菜、果物）
など

◆畜産業

・畜産農家（ブロイラー、鶏卵）
・畜産農家（牛、豚）
など

◆漁業

・陸上養殖
・海面養殖
・漁業

など

◆林業
・林業

など

モデル地区の対象として以下を想定しております。

農林漁業に関連のある組織体・産業であれば、モデル地区として検討させて頂きますの
で、まずはご連絡ください。

上記に限定している訳ではありませんので、まずはご関心がありましたらお問合せください。
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活動の進め方②地域課題の明確化

モデル地区が決定しましたら、現地に訪問し、『地域で抱える課題の抽出』や『地域で活用
できそうな再生可能エネルギー』について議論させて頂き、民間企業にどのように情報提
供すれば良い提案をもらえそうかご相談させて頂きます。

再生可能エネルギーを活用した農山漁村活性化を実現するために、

事業構想立案から事業計画策定まで５つのステップを踏む必要があります。

事業計画策定

事業実現性の検証

エネルギー種類選定
設備導⼊の検討
導⼊場所の検討

地域の特定
地域課題の抽出
課題解決策
（ソリューション）
の検討

事業コンセプト・スキームの検討
地域ニーズ仮説の検証
実現課題の抽出

事業実施体制の検討
資⾦調達⽅法の検討
展開可能性の検討

事業課題、技術課題の抽出
地域ニーズの検証
資⾦調達⽅法の検討

事業コンセプト⽴案

事業体制構築

事業構想⽴案地域課題の
明確化

再⽣エネルギー
活⽤の検討

資⾦計画の⽴案
事業計画の⽴案
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活動の進め方③地域課題解決策の募集

出展予定 日程 会場

福島 REIFふくしま2018 2018年11月7日(水)～8日(木） ビッグパレットふくしま（郡山市）

滋賀 びわ湖環境ビジネスメッセ2018 2018年10月17日（水）～19日（金） 長浜バイオ大学ドーム（長浜市）

福岡 エコテクノ2018 2018年10月10日（水）～12日（金） 西日本総合展示場（北九州市）

【応募フォーマット】

展示会などを通じて、明確にした地域課題をポスター化し紹介することで、
我々だけで民間企業から地域課題の解決策を募集します。

＊＊＊県のある団体Ａ

地域の特徴

活用できるエネルギー源、解
決したい地域課題

企業に提案して欲しいこと

【ポスターイメージ】
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活動の進め方④地域課題解決策の検討

募集した地域課題解決策を評価し、選定された民間事業者とともに、今後の進め方を議
論し、双方の同意が得られれば来年度以降の具体的な実行計画を立案します。

提案内容の評価、
民間事業者の選定

提案内容の練り上げ

進め方の検討

計画立案

対象としている地域や団体を再度訪問し、民間事業者が応募し
た解決策を一緒に評価し民間事業者を選定します。

選抜された民間事業者とともに解決策を見直し、対象としている
地域や団体の抱える課題の解決につながっているのか、実現性
を再検討します。

民間事業者と共に、対象としている地域や団体を訪問し、改めて
提案内容について実現性について議論し、今後の進め方を検討
します。

対象としている地域や団体と提案した民間事業者の双方の同意
が得られ、更に具体的に検討が進められそうであれば、来年度
以降の実行計画を立案します。



参考：昨年度の参加地域
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対象地域 検討内容 企業に提案して頂きたい内容

岩手県のある自治体
牛糞バイオマス施設で発生する

余剰エネルギーの有効活用

冬に作付可能な施設園芸システム

余剰電気・熱の活用方法

福島県のある農業団体
耕作放棄地の有効活用、エネル
ギー創出による新たな収入源

投資額が少ないバイオガス発電プラント

熱や液肥利用方法

福井県のある自治体
食品加工残渣を活用したメタン

ガス発電・熱利用

下水汚泥と魚のあらなどの食品加工残渣を活用し
たメタンガス発電システムおよび収集・運搬などの
運営費用も含めた総費用

自家消費を前提とした消化ガス発電における一般
的な電気および熱の利用方法

メタンガス発電によって生じた消化液の活用方法

静岡県のある自治体
地元農家が持続的に維持管理
可能な小水力発電運用モデル

発電の売電益や自家消費において、地元が魅力
を感じるモデルの立案

小水力発電を活用した地域資源の高付加価値化
の立案

地元が持続的に管理できる小水力発電運用モデ
ルの立案

和歌山県のある自治体
山椒農家における再エネ活用モ

デル

山椒農家における再生可能エネルギーの活用モ
デル
（例えば、再生可能エネルギーを活用した低コストの冷凍保
存方法、電気がない場所での鳥獣害対策、収穫を容易に
する機械など）

昨年度の参加地域と各地域の検討内容
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昨年度作成ポスター

解決したい地域課題や
活用したいエネルギー源を
民間事業者に向けて発信し、
地域課題解決策を募集する為に、
ポスターを作成します。
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昨年度民間企業からの提案募集結果

対象地域 提案内容例

岩手県のある自治体 消化液の減容化対策、熱エネルギーの施設園芸への活用など

福島県のある農業団体 小規模なメタン発酵システム、資源作物のメタン発酵など

福井県のある自治体 中小規模普及型バイオガス発電システムなど

静岡県のある自治体 簡単操作の水力発電、農山漁村活性化ソリューションなど

和歌山県のある自治体 植物工場、水力発電事業化検討など

昨年度は、各地域複数社からの提案があり、全体で１５社２１件のご応募でした。



その他参考情報
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電気・熱の利用や未利用資源の活用等、総合的な地域
循環資源利用の取組を先進的に行っている事例を調査
し、農林漁業における導入・利用のメリットや導入する上
でのポイントを整理する。（6地域程度）

地域循環資源利用の理解醸成を促す為のスタディミー
ティングを行う（全国10箇所）。

理解醸成スタディミーティング参画自治体を対象に、地
域課題整理のためのワークショップを行う（3箇所程度）。

本事業活動の報告会を実施し活動内容を公に広く共有
する。

参考：もう一つの活動について（情報発信）

先導的事例の調査
（2018年6月実施予定）

理解醸成スタディミーティング
（2018年8月～11月実施予定）

地域課題検討ワークショップ
（2019年1月実施予定）

活動報告会
（2019年3月実施予定）

１

２

３

４

情報発信事業として、理解醸成スタディミーティング（全国10箇所の勉強会）を中心に、
以下の4項目を実施する予定です。
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参考：昨年度の主な活動実績

活動状況につきましては、随時、下記URLにて
ご案内をさせて頂きます。
http://www.jmac.co.jp/column/industry/energy/
energy_consulting20170831.html

◆展示会への出展
2017年10月11日～2017年11月20日（幕張・長浜・福岡）
https://www.jmac.co.jp/column/exibition201710.pdf

◆再生可能エネルギーを活用した地域課題解決策の募集
2017年10月26日～2017年11月10日
https://www.jmac.co.jp/column/industry/energy/problem_solving_jmac.html

◆農林漁業における再生可能エネルギーの活用方法に関する勉強会の開催
2017年11月13日～2018年2月9日（札幌・盛岡・郡山・長野・新潟・名古屋・京都・岡山・高松・福岡）
https://www.jmac.co.jp/column/industry/energy/jmac_study_meeting.html

◆活動報告会の開催
2018年3月12日（東京）
https://www.jmac.co.jp/column/industry/energy/report_jmac_20180312.html



エネルギー産業支援ホームページ

http://www.jmac.co.jp/column/industry/energy/
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